
           
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（14.東京学芸大学附属幼稚園） 

教育課程１ 
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（17.新潟大学教育学部附属幼稚園） 

教育課程２ 
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（18.富山大学人間発達科学部附属幼稚園） 

教育課程３ 

95



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（33.鳥取大学附属幼稚園） 

教育課程４ 
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（34.島根大学教育学部附属幼稚園） 

教育課程５ 
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（37.広島大学附属三原幼稚園） 

教育課程６ 
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（38.山口大学教育学部附属幼稚園） 

教育課程７ 
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（39.鳴門教育大学附属幼稚園） 

教育課程８ 
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（21.信州大学教育学部附属幼稚園） 

見直し・改善１ 

          
見直し・改善１
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（30.神戸大学附属幼稚園） 

見直し・改善２ 
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（32.奈良女子大学附属幼稚園） 

見直し・改善３ 
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（35.岡山大学教育学部附属幼稚園） 

見直し・改善４ 
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【連携から接続へのプロセスに見る考察】 

 「Ａ幼小接続の取組の報告」の「連携から接続へのプロセス」について整理をし，それぞれの段階

での大切なことや次のステップに推進するための留意点などを明らかにし，幼小の連携・接続を推進

する上で参考にできるようにまとめた。 

 

指導計画や保育・指導の実際を見合う機会
幼児・児童の姿を伝え合う機会

連携の予定・計画がまだない

連携・接続に着手したいが，まだ検討中である

年数回の授業，行事，研究会などの交流があるが，接続を見通した教育
課程の編成・実施は行われていない

授業，行事，研究会などの交流が充実し，接続を見通した教育課程の
編成・実施が行われている

接続を見通して編成・実施された教育課程について，実践結果を踏ま
え，更によいものとなるよう検討が行われている

０園（０％）

１園（２％）

17園（35％）

14園（29％）

６園（12％）

５園（10％）

６園（12％）

スタートカリキュラムの構想
アプローチカリキュラムの構想
異校種の認識の違いへの気付き

接続期カリキュラムの編成・実施
幼稚園からの発信
継続した連携

【キーワード】進学者数少 接続の困難さ

【キーワード】交流活動 相互参観 合同研修

【キーワード】「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」
子供の姿の共通理解
互恵性のある交流 定期的・計画的交流 共同研究

【キーワード】教員同士の交流の充実 子供の姿の共有
カンファレンスや記録の成果の共有

接続期カリキュラムの幼小合同の検討（PDCAサイクルの構築）
接続における汎用性のある計画
【キーワード】接続期カリキュラムの作成

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」の視点での見直し
接続を見通した教育課程の編成

自己評価・外部評価・追跡評価
実施と改善の繰り返し
PDCAサイクルの確立

【キーワード】公立校にも活用しやすいような接続カリキュラムの編成
接続カリキュラム検討部会等の幼小教員の連携
小学校教員が理解を深められるような研修の機会の充実
幼小カリキュラムの接続の可視化・改善の仕組みの確立
汎用性やデータベースの蓄積
実践とその発信

０園（０％）

（参考）幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方に関する調査研究協力者会議 

       「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続の在り方について（報告）」平成 22 年 11 月 
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（5）効果的な幼小接続についての考察 

 「Ａ幼小接続の取組の報告」「Ｂ幼小接続に関する取組の実際」においてグループ分けをした際にラ

ベリングした項目とその関係性について下の図に示した。そこで，効果的な幼小接続を進めるに当た

って大切していかなければならないことがいくつか見えてきた。その点について３点にまとめた。 

① 「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」について 

 幼稚園教育要領に「幼稚園教育において育まれた資質・能力を踏まえ，小学校教育が円滑に行われる

よう，小学校の教員との意見交換や合同の研究の機会などを設け，『幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿』を共有するなど連携を図り，幼稚園教育と小学校教育との円滑な接続を図るよう努めるものとす

る。」とあるように，「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて教育課程の編成をしたり，教

員間の連携を図っていったり，保育実践や研修の柱にしたりしていくことが大切である。 

② 「教育課程の編成」について 

 幼小接続に留意した教育課程を編成する際には，まず，園内で幼児の実態を捉えながら，小学校との

関わりを「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて計画していくことが大切である。そして，

保育実践を通して振り返り，評価・改善を図っていくと言ったＰＣＤＡサイクルの確立が重要である。

また，これらの過程は，小学校教員とともに作り上げていくことが望ましい。そのためには，接続カリ

キュラム検討部会などで互いの普段の様子を話し合える場を作っていく必要がある。 

 

③ 「教員間連携」について 

 幼小接続に留意した指導方法につい

ても教員間の連携が不可欠であるが，

その際に大切にしたいことは，お互い

の校種についての理解である。小学校

は幼稚園のこと，幼稚園は小学校のこ

とを理解することが幼小接続の第一歩

となる。そのために，互いの保育・授

業を参観したり授業の事後検討会や保

育カンファレンスなどに参加して互い

の教育についての理解を深めたりする

ことが必要である。次に大切なのは，

幼小が同じ方向を見て進めていくこと

である。その手掛かりの一つとなるの

が「幼児期の終わりまでに育ってほし

い姿」である。これらを手掛かりとし

て幼児の育ちを見取り，共通理解を図

っていくことが重要である。最後に，

幼小で単元や授業を作ることが幼小接

続に有効であると考える。同じ幼児・

児童理解に立った上で，お互いの学び

になる場を共同で作ることが大切であ

り幼児・児童のより良い学びにつなが

る。 

教育課程
教育課程の作成

教育課程の評価・見直し・改善

接続期カリキュラム

連携

特別支援 保護者大学

教員間

記録

人事

評価

記録

研修

カンファレンス

日常的なミーティング

保育実践

自園での保育実践

交流活動

園内研修

特色ある教育課程 外部との連携

参観・体験

就学に向けて

単元・授業づくり

幼児理解

幼児期の終わりまでに
育ってほしい姿

はぐくむ

園内研修
保育実践

教育課程

ともにつくる１

ともにつくる２ つながる

教員間連携

幼小交流活動

ＰＤＣＡ
サイクル 共同

共通理解
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３ 本園の幼小接続の実際 

（1）幼小接続の視点から見た教育課程の見直し・改善 

①「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」との関わり 

  本園では教育課程検討委員会が年に３回行っている。保育実践を振り返り検討しながら，本

園幼児の発達を見通した適切な教育課程の編成を行うことができるようにしている。来年度に

向けて，以下の３点が改善点として挙げられた。 
   ・指導計画の中の５歳児におけるⅣ・Ⅴ期に就学に向かう幼児の姿を記載する。 

・各期の本園の特色ある遊びを選択し，その遊びについて明記する。 
・「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」をより意識できるような形にする。 
下記のように，改善していき，よりよい教育課程にしていく。 

 
 
 
 
 
 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

②接続期カリキュラムの作成 

     小学校への円滑な接続を期待するため，接続期カリキュラムを作成した。「育みたい資質・

能力」が育まれている幼稚園修了時の具体的な姿である「幼児期の終わりまでに育ってほしい

姿」を念頭に置き，幼児期における学びや育ちの姿が「小学校の教員への伝わりやすくするこ

と」を重視した。また，幼児期における遊びの中の学びが小学校での学びへとつながっている

ことが分かるように，小学校の年間指導計画を参考にしながら教科や単元名などを入れた。さ

らに，自園における代表的な遊びを８つ挙げ，小学校へのつながりが，より具体的に感じ取ら

れるようにした。 

就学に向かう姿

の記載 

本園の特色ある
遊びの明記 

各視点に「幼児期

の終わりまでに育
ってほしい姿」を
挿入 
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（3）附属小学校との共有 

①幼小連携交流活動 

交流計画のもと，幼小連携交流を実施している。年度初めに，小学校低学年担任と３～５歳児担

任による幼小連携連絡会を行い，交流活動前には，事前に担当者が打合せをしている。それぞれの

小学校や幼稚園で活動を行い，回数を重ねていくことで，幼児は安心して活動することができた。 
 
 
 
  
 

 
 
 
  
 
 
 

②交流活動と授業づくり 

【５歳児と２年生の交流活動と共同の授業づくり】 
ここでは「一緒に絵本を作ろう」という活動例を挙げる。幼小連携 
交流を行い，その上で幼小連携による共同の授業づくりへと移行した。 
事前打合せは，幼稚園の研究協力者である宮城教育大学准教授飯島 
典子先生も含めて，２年生担任と５歳児担任で行った。単元の方向性  
やそれぞれに考慮する点などを挙げながら，授業と保育の進め方を確 
認することができた。小学校生活科の単元「図書かんってすてき」との関連を探っていき，幼児 
の姿から，文字や絵に関心をもっていることと，絵本は身近な素材であることなどから，小学生 
と一緒に絵本を作る方向になった。 
幼児がのびのびと活動できるようにするために，男女ペアを基本にし 
たグループ作りや幼稚園と小学校のどちらも活動場所にすることなど， 
小学校教員と思いを共有しながら，進めることができた。幼児は回数を 
重ねるごとに，小学校教員の授業を一緒に受けることにも慣れていった。 
今後も，互恵関係を大切にした活動にしていきたい。 

 
「一緒に絵本を作ろう」交流活動と共同の授業づくり 
実施日時・場所 活動名         活動内容  
１２月１２日（木） 
小学校多目的室３ 

絵本の読み聞かせ
を聞こう 

・グループで読み聞かせを聞いたり，遊んだりして楽
しむ。 

交 

流 

活 

動 

１２月１８日（水） 
幼稚園西遊戯室 

絵本作りをしよう ・グループで，絵本の主人公を決める。 

１月１４日（火） 
小学校多目的室３ 

絵本作りをしよう ・グループで，絵本の内容を決めたり，絵を描いたり
する。 

１月２９日（水） 
小学校多目的室３ 

絵本作りをしよう ・グループで役割分担して，絵本を作ったり発表の練
習をしたりする。 

２月７日（金） 
小学校多目的室３ 

絵本の発表会をし
よう 

・グループで協力して，作った絵本を紹介する。 共
同
授
業 
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③接続期カリキュラムを基にした話合い 

  作成した接続期カリキュラムを基に，附属小学校の教員と見直し，  
改善を行った。附属小学校からは主幹教諭，連携担当，附属幼稚園は 
研究主任（４歳児担任），教務主任（５歳児担任）が参加した。 
接続期カリキュラム作成における説明を幼稚園が行い，円滑な接続 
に向けて，見直しや改善できるところを話し合った。約１時間の話合   
いの中で，幼稚園・小学校それぞれの相互理解を深めることができた。

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を共有するためには，自園における子供たちの具体的な

姿や，その時の環境構成や援助も伝えていくことが必要であることが分かった。また，「算数に関

わる遊びがありそうですね。」と小学校教員から話があり，「サツマイモ掘りで採ったサツマイモを

数えることになったのですが，１０ずつの固まりにして数える姿があったのですよ。」と幼稚園教

員が答えるなど，遊びの中で学びの土台を育む様子を共有できる場面もあった。 
来年度に向けて，今回作成したカリキュラムを小学校でも活用し，朱書きを入れていただくこと

になった。また，３月以降のカリキュラムを幼小で作成していく方向にもなった。今後も幼児期に

おける教育の重要性を伝えていきたい。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 遊びの中で

の算数などの

関わりを知り

たい。 

改善前 

改善後 

時間を守る

などの生活習

慣について等，

教えてほしい。 

道徳やプロ

グラミング教

育につながる

ところがある。 

生活科に関

わるところが，

多くあること

に気付いた。 
 
 
 
 

 

生活科を中心に，
つながりを感じら
れるようにする。単
元名を入れる。 

 ごっこ遊びでの
お金のやり取りを，
算数の数の概念と
して入れる。 
 
 

遊びと生活を色
分けし，生活面を表
記する。 

どの遊びにおい
ても，折り合いをつ
ける等の，道徳に関
わるところが多い
が表記が難しい。 れるようにする。単

分けし，生活面を表
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             ５歳児 たんぽぽ組 指導案 

日 時 令和２年２月８日（金）９：００～９：４５ 
指導者 第２学年１組 柴生 彰（小学校） 

                      保育者  たんぽぽ組 佐藤 初恵・石田 雄一（幼稚園） 
 
１ 活動名 一緒に絵本を作ろう 
 
２ ねらい 
 ・絵本の読み聞かせを通して，２年生や友達と一緒に活動することを楽しむ。 
 ・２年生へ憧れの気持ちをもち，小学校入学へ期待をもつことができる。 
 
３ 本日の保育参観の視点 
 ・幼児は，絵本の読み聞かせを通して，２年生や友達と一緒に活動することを楽しんでいたか。 
 ・幼児は，２年生へ憧れの気持ちをもち，小学校入学へ期待をもつことができていたか。 
・指導者・保育者は，絵本の読み聞かせを通して，２年生や友達と一緒に活動することを楽しめるよ

う援助していたか。 
 ・指導者・保育者は，２年生へ憧れの気持ちをもち，小学校入学へ期待をもつことができるよう援助

していたか。 
 
４ 保育の流れ 

時間 環境構成 予想される幼児の活動 教師の援助（☆個別の援助） 
９：００ 

 

 

 

 

 

９：０５ 

 
 
 
 
 
 
 
９：３５ 

〇となりのグループとの

距離を考えながら，発

表の場の設定を行う。 
 
 
 
〇ペアやグループの子供

たちと並んで座るよう

にする。 
〇お互いのグループの様

子を見ることができる

ように座らせる。 
 
 
〇手作り絵本を見やすく

するために，絵本の前

に集合させる。 

活動への見通しをもつ 

〇本日の活動の内容を知る。 
〇一緒に活動する２年生や幼児

を確認する。 
 
 
思いをもって対象と関わる 

〇協力して，楽しみながら読み

聞かせを行う。 
〇役割分担が分かり，自分の発

表するところが分かる。 
 
 
 
気付きを共有し振り返る 

〇楽しかったことを振り返っ

て，話をする。 
〇感想を聞いて，２年生や他児

の考えを知る。 
〇２年生へ感謝の気持ちをも

つ。 

・本日の活動の流れに見通しをもって，安心

して取り組めるように，活動の流れを説明

する。 
・場所の移動で，戸惑うことがないように，

幼児の近くにいて促すようにする。 
 
・補助が必要な場合は，助言したり，用具の

準備を手伝ったりする。 
・読み聞かせの場面や感想を発表する場面

で，思いを伝えようとする姿を見つけ，具

体的に賞賛する。 
☆円滑に活動できない幼児に，適切な援助を

行うようにする。 
 
・幼稚園児は幼稚園教員が指名し，発表でき

るようにする。思いに共感し，褒めること

で，活動に満足感が得られるようにする。 
・次の活動に期待をもてるように，２年生と

幼稚園児が話す場面を設ける。 
・２年生のよさを感じることができるような

振り返りをする。 
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(4) 本園の幼小接続の取組 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

宮城教育大学附属幼稚園 

１ 幼小接続に関する園の特徴    

（1）園の立地について  
   本園は，宮城教育大学附属学校園上杉キャンパス敷地内に附属   

小学校，附属中学校の２校と併設されている。例年 5 歳年長児の 
９８％以上が附属小学校への連絡進学をしており，さらに附属小 
学校の校庭は園舎のすぐ隣にあることから，幼児・児童及び教員 
同士の交流がしやすい立地条件となっている。附属特別支援学校 
だけは青葉山キャンパスにあり離れているが，附属校園の連携研 
究テーマが「『かかわり合う力』をはぐくむ」となっていることか 
ら，それぞれの学校間で「即計画・即実行」で「気軽」に行き来 
する「関わる活動」を行うことが伝統的にできている。 

（2）園の幼小接続の特色 

   本園の教育目標「お日さまいっぱいふりそそぐ中で『元気な子ども』『やさしい子ども』『考える 

子ども』を育てる」と附属小学校の教育目標「体も心もたくましく，しかも，しなやかな子供」, 

そして四校園連携研究テーマ「『かかわり合う力』をはぐくむ」を受けて，附属小学校のみならず 

各３校と連携・交流を行っている。本園の小学校との連携に関しての特色として，次の３つがあ 

げられる。1つ目は，年少・年中・年長の全ての学年が小学校１，２年生と交流していること，２

つ目は，附属特別支援学校のセンター的機能を活用した上杉学習支援室を設置し，子供たちの特

別な教育的ニーズに応えた幼稚園からの長期的な支援をしているということ，３つ目は，附属小

学校教員と生活科部会で話合い，共同して単元開発に取り組み，附属小学校公開研究会では５歳

年長児と１年生で授業を公開したということである。 

（3）これまでの幼小接続の取組（経緯） 

 上記（1）で述べたように，附属校園の連携研究テーマが「『かかわり合う力』をはぐくむ」と 
なっている。これは，平成１６年度から取り組んでいるテーマであり，幼稚園と小学校でもこの頃 
から活発に交流活動が行われるようになった。始めは，５歳年長児と１年生が好きな遊びと小学 
校生活科の授業で交流していたが，昨年度幼稚園教育要領の全面実施を機会に令和２年度の小学 
校学習指導要領全面実施に向けて，取組内容を小学校低学年教員と幼稚園教員で話合い，改訂し 
た。年少・年中・年長の全ての学年が小学校１，２年生と交流できるよう計画，実行することと， 
年長組と１年生が授業交流するときには，生活科の単元を共同で開発することとした。今年度は， 
年長組と２年生の生活科授業について共同で単元開発を行うことになっている。 

２ 小学校教育との接続に関わる取組と内容 

(1) 小学校教育への接続に留意した教育課程を工夫するために 

① 幼児と児童の交流活動計画の作成と実施，改訂 

  幼稚園の教育課程と附属小学校の生活科年間活動計画をそれぞれ作成する際に，幼小の交流活

動について「時期」「内容」等を確認する話し合いをもっている。できあがった計画を基に，交流

活動を実施しているが，実施するときにも担当教員で行き来し，打合せを行っている。４月には，

幼稚園教員と１,２年生担任が前年度計画の課題を踏まえて，それぞれの計画を見直しする。 

② 保育記録シートの作成と引継ぎ 

  １週間の遊びの流れや教師の援助や環境構成による遊びの変化，幼児の発達の様子を週の教育 

課程と共に，記録し累積している。記録に示している「教師の願い」と「子供の学び」は，「幼 

児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえて記載している。保育記録シートを，小学校就学

の折に，小学校教員が幼児の育ちと幼稚園での経験を伝えるツールとして活用することを考えて

いる。 

③ 上杉学習支援室と附属校園コーディネーター連絡会 

  本附属校園上杉キャンパスには，附属特別支援学校教員が配置されている上杉学習支援室（「さ

ぽーとルーム」「あしすとルーム」）がある。附属幼稚園入園から附属小学校を経て，附属中学校

卒業まで特別な教育的ニーズに応えるため「一貫した」「継続した」「長期的支援」を実施してい

る。支援室室長と附属校園コーディネーター連絡会が中心となって「通級指導」「専門家チームに

よる巡回指導相談」「保護者向け特別支援セミナーの開催」等早期支援の充実を図り，附属小学校

で継続支援が行えるようにしている。 

  

【共同で単元開発した交流授業】 
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(2) 小学校教育への接続に留意した指導方法を工夫するために 

① 小学校就学に向けて下記のことを行っている。 
 ・ 「幼稚園教育において育みたい資質・能力」やそこに含まれる「幼児期の終わりまでに育っ

てほしい姿」を遊びを通してどのように育てているのかがよく分かる保育実践と記録を行う。 
・ ５歳児では小学校生活への接続期を意識して，振り返り活動の司会，聞き手を意識した今日

の遊びの発表，遊びを構成するための話合い活動等集団での活動を意図的に取り入れている。   
 ② 保育記録を基にしたドキュメンテーション 
   保育記録を基にしてドキュメンテーションを作成し，教師，幼児，保護者が確認できるように

掲示している。保護者の保育や園経営への理解，幼児の自己肯定感の醸成や学びの共有を促すと

共に，教師間の幼児の学びの理解や教育内容の質の向上を図ることをねらいとしている。 
 ③ ５つのカンファレンスと保育記録 ※取組の実際 
   日々の保育をより質の高いものとし，幼稚園生活全体を通して幼児のよりよい発達を目指すた

めに，「環境構成カンファレンス」「園行事カンファレンス（PEMQ の手法で）」「保育環境から見

た遊びを捉えるカンファレンス」「TEM カンファレンス」「エピソード記録カンファレンス」を

行っている。カンファレンスの記録は，印刷室等常に見える場所に掲示し，職員全員で確認でき

るようにしている。カンファレンスには保育記録も活用する。 
④ 特別支援委員会 
  上杉学習支援室長をコーディネーターとして園内では１～２ヶ月に１回実施している。特別な 
配慮を要する幼児について，どのような保育を展開したら良いのか，特に５歳児の就学に向けた 
保育の在り方を話し合っている。室長には，小学校へスムーズに適応できるように，幼児の発達

や幼稚園での保育の様子について情報を共有するための仲立ちをしてもらっている。 
 

(3) 小学校との共有を図るために  

 ① 単元共同開発 

   幼稚園教員と附属小学校生活科部会の教員で，共同して生活科の単元開発と授業づくりを行

い，附属小学校公開研究会で交流授業を公開している。授業でねらうことや幼児の発達と遊びの

中で育ててきたことなど十分に話合うようにしている。 

 ② 教育課程の見直し 

   幼稚園の全学年幼児と附属小学校１,２年生児童でそれぞれ行っている交流活動について,幼

稚園教員と小学校低学年担任で４月に集まり,前年度の反省を踏まえて新年度の計画を立ててい

る。 

 ③ 上杉学習支援室の取組 

   進学する特別な配慮を要する幼児の引継や幼児と保護者の小学校参観,入学後の情報共有等,

上杉学習支援室のコーディネートで行っている。 

 

【連携から接続へのプロセス】 

(1) 自園は現在どのプロセスにあるか 

   ステップ２とステップ３の途中あたり 

(2) 自園のプロセスについて  ～経緯と今後の計画～ 

  本附属校園では,連携研究テーマ「『かかわりあう力』をはぐくむ」のもと,幼稚園と小学校の子 

供や教員の授業や行事,研修会での交流等は多く実施されてきた。連携研究については，「１ 子供 

の発達段階に応じた緩やかな接続を図ることで，各校種間の接続期における子供の負担を減らすこ 

と」「２ 教員同士の情報交換を密にすることで，心の教育や子供の理解の在り方，基礎基本を徹底 

する学習指導について関連を持たせること」「３ 附属校園内の子供同士の交流活動の場を大切に 

することで，健全な人間関係を築くこと」「４ 幼小中と特別支援学校が連携を図ることにより，特 

別な支援を必要とする子供の実態を把握し,適切な支援の在り方を探っていくこと」をねらいとし 

ている。しかし,接続を見通して教育課程を編成・実施・改善をすること,いわゆる「スタートカリ 

キュラム」作成については，まだ十分に行われていない。来年度からの小学校学習指導要領の全面 

実施に向けて，小学校の今後の予定と調整しながら，よりよい教育課程の編成とＰＤＣＡサイクル 

のシステムを構築していくことを両校で検討している。 
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Ⅲ 研究の成果と課題                             

１ 研究の成果 

○ 「幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続」を図るためのポイントの整理 

各附属幼稚園における小学校教育との接続に関わる取組の事例について，「小学校教育への接続に

留意した教育課程の工夫」，「小学校教育への接続に留意した指導方法の工夫」，「小学校との共有」

という３つの視点から具体的な実践や留意点について記載を求めた。それらの事例を分析し，連

携・接続の視点から共通していることをカテゴリーとしてまとめたところ，教育課程，連携，研

修，保育実践等が挙がってきた。このことから，幼小連携・接続を進める上で，教育課程，連携，

研修，保育実践等は多くの附属幼稚園で重視していると言える。それぞれの項目でどのようなこと

を重視したり，留意したりしているかについて，以下のとおりまとめた。 

 

〔 教育課程について 〕 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりに小学校教員と共に教育課程を作成する

ことにより，幼稚園教育が小学校教育へつながる基盤となることを再確認できた。特に，「幼児期

の終わりまでに育ってほしい姿」を幼稚園と小学校の教員が話し合うことで，幼児の姿を共有す

ることができ，各学校段階での学びや目指す子供像の共有化につながっている。また，教育課程

の評価・改善では，幼児の実態を踏まえる必要がある。そのため，保育記録やドキュメンテーシ

ョンを活用することの効果が報告されている。このことによって，「幼児期の終わりまでに育って

ほしい姿」を手掛かりにして「資質・能力」がどのように育まれているかを捉えることができ，

幼児の実態を踏まえた教育課程の改善に生かされている。さらに，保育記録やドキュメンテーシ

ョンは，小学校教員に向けて子供の育ちやそこに至るまでの過程を伝えること，その意義や成長

について理解を図ることができることも分かった。  

幼稚園の教育活動において教育課程が重要であることは，今更，言うまでもないことである

が，教育課程に基づき組織的かつ計画的に各幼稚園の教育活動の質の向上を図っていく「カリキ

ュラム・マネジメント」の重要性を再確認できた。 

 

〔 連携について 〕  

   幼小の連携・接続を進める上では，幼児と児童の交流，幼稚園と小学校の教員間の交流だけで

はなく，家庭や大学等との連携も重要であることがわかった。特に教員間連携では互いの校種の

特性や相違点，類似点について理解することを大切にし，「資質・能力」，「幼児期の終わりまでに

育ってほしい姿」を手掛かりの一つとして幼児の育ちを見取り，共有化することが重要である。

幼児の学びにつながる遊び，児童の学びにつながる単元や授業を相互理解の上で共に作り上げる

ことが，幼稚園教育と小学校教育を円滑に進めるうえで有効であると考えらえる。 

 

〔 研修について 〕 

   保育記録やドキュメンテーションなどの資料を活用してカンファレンスなどの話合いを実施す

ることで，幼児・児童の理解が深まり発達や学びの連続性について，幼稚園と小学校の教員の学

び合いを深めることができている。また，研修を実施することで，根拠のあるカリキュラム・マ

ネジメントを行うことができると共に，教員自身の指導力の向上にもつながっている。 
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〔 保育・授業実践について 〕 

   小学校の教員との共有を図るために，単元・授業づくりや幼小交流活動が多く挙げられ，幼稚

園と小学校の教員が合同で，協同性や社会性を育むことや，就学に向けた幼児の期待感や安心感

を高めることができるような活動を計画し，実践している取組が多く見られた。また，交流活動

では共通の学びを意識して保育・授業を作り上げることで，幼稚園，小学校の互いの幼児・児童

理解や保育・指導の理解にもつなげている。 

  

○ 特色ある取組について 

  各園の特色ある取組について，幼小接続の段階や取組内容によって次のように分類することがで

きた。分類・整理することで，幼稚園等で幼小接続に関する取組を実施する際，各園の実態や現在

の幼小接続への取組状況によって参考となることが期待される。 

「 はぐくむ 」      

幼小接続への第一歩として，取りかかりの手掛かりとなる事例 

小学校との接続を意識した園内研修や「資質・能力」「幼児期の終わりまでに育ってほ 

しい姿」を踏まえた保育実践 

幼小接続へ取り組むための取りかかりのポイントや基本的なこと，普段の教育活動を生 

かして実践できることが示されている 

「 つながる 」     

幼小接続の取組について，少しステップアップしたい場合の手掛かりとなる事例 

小学校教員に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を踏まえた幼児の姿の捉えを 

紹介する取組や保育・授業参観などによる教員間連携と,お互いが協力して計画・実施す 

る幼小交流活動 

幼小の円滑な接続の基本である，教員間連携や交流活動の充実を図る実践が示されて 

いる 

「 ともにつくる１ 」  

幼小接続の取組を深めていきたいときの手掛かりとなる事例 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」や保育・授業参観等を手掛かりに幼稚園と 

小学校の教員が協力して接続期の教育課程を作成 

さらに進んだ幼小の円滑な接続を図るための，教育課程の編成，それも校種間で組織 

的に幼小部会を運営するなど，教員が協力し合って行った取組が示されている 

「 ともにつくる２ 」  

幼小接続の取組が深まり，恒久的に評価・改善を行う手掛かりとなる事例 

幼小の連携を基盤に「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりとしなが 

ら，幼児や児童の実態等を踏まえて教育課程を見直し・改善 

真に幼小接続を円滑に行うための，作成した教育課程を「幼児期の終わりまでに育っ 

てほしい姿」を踏まえつつ，発達を長期的な視点から見通して常に評価・改善を行って 

いる実践が示されている 

 

○ 幼小接続の取組について 

  全国国立大学附属幼稚園への調査により，全体の約７割がステップ２「年数回の授業，行事，研

究会などの交流があるが，接続を見通した教育課程の編成・実施は行われていない」または，ステ

115



ップ２～３「授業，行事，研究会などの交流が充実し，接続を見通した教育課程の編成・実施が行

われている」にあることが明らかになった。また，約２割ではあるがステップ３を超える取組にお

いては，教員同士の交流が充実していること，子供の姿が幼小の教員で共有されていることが前提

となり，接続期のカリキュラム作成が行われ，その実践において「幼児期の終わりまでに育ってほ

しい姿」を踏まえたＰＤＣＡサイクルが確立されていた。 

 

○ 小学校教育への接続を見通した教育課程の編成について 

  小学校教育への接続に留意した教育課程を編成する際には，園内での幼児の実態を捉えながら， 

小学校との関わりを「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」を手掛かりにして計画することが大 

切である。また，保育実践を通して振り返り，評価・改善を図るＰＤＣＡサイクルの確立が重要で 

ある。これらの過程を小学校教員とともに作り上げていくことが望ましく，そのためには，互いの 

普段の様子を話し合えるような場を設定する必要がある。 

 

２ 今後の課題と展望 

視点１「小学校教育への接続に留意した教育課程を工夫するために」 

○ 幼小接続の教育課程の編成・実施とその評価 

  今回の調査研究で，各園が小学校と連携した取組を推進することにより，幼小の円滑な接続に資す 

る教育課程の工夫を図っている状況が，多くの事例から見えてきた。しかし，幼小接続の教育課程を   

編成し，恒常的に評価・改善している幼稚園が多いとまでは言えない。 

今後は，事例で挙げられているような取組を基盤としながら，幼小接続の教育課程の編成・実施， 

さらには幼児や児童の実態を踏まえたものとなっているか，組織的・計画的に行われているかなどを 

評価し，改善に生かしていくことが求められている。 

 

視点２「小学校教育への接続に留意した指導方法を工夫するために」 

○ 幼小の継続的な取組 

 幼小接続に留意した指導方法の工夫に当たり，それぞれの教員による子供の発達段階の確認，教育 

内容や付けたい力，関わり方や指導方法などについての理解を深める取組の状況が見えてきた。 

今後は，こうした取組の結果，幼小相互で実態を踏まえ，接続に留意して指導方法を工夫した具体 

例の蓄積と分析を行うことで幼児理解と教育力の向上に資するようにしていきたい。 

 

視点３「小学校との共有を図るために」 

○ 幼稚園での育ちを踏まえた小学校での教育実践 

今回，教員相互の情報共有の重要性が改めて明らかになり，保育・授業参観の実施などを通して， 

発達や指導方法に関する協議等を通じた情報共有などの取組を推進している状況が見えてきた。 

今後は，幼稚園での保育や育ちの姿を小学校の教員に分かりやすく伝え，幼稚園教育を通した学び  

を小学校の学習で活用できるような工夫など効果的な実践事例について分析することで，校種間の相  

互理解の促進につなげたい。 
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Ⅳ 資料                                 

※ 付属ＣＤ-ＲＯＭ収録 

 

１ 幼小接続の取組の報告 

  全国国立大学附属幼稚園４９園の事例 

  本書２（３）「協力園の幼小接続の取組状況報告」で６園抜粋 

 

２ 幼小接続トピック資料 

全国国立大学附属幼稚園４９園の幼小接続に関する取組で，該当園のトピックとなり，自園 

の現状に合わせて活用できる事例 

 

３ 「幼稚園教育と小学校教育の違い」調査結果  

  全国国立大学附属幼稚園４９園の幼小接続に関する意識・実態調査 

 

４ 勉強会記録 

(1) 「幼児期の教育と小学校教育の円滑な接続について」 ※令和元年度幼稚園教育課程宮城県研究協議会講演に於いて 

文部科学省初等中等教育 

視学官 湯川 秀樹 氏                              

（併任 初等中等教育局幼児教育課 教科調査官） 

(2) 「幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続とは        

～幼児の発達をどう理解するのか～」  

宮城教育大学教員キャリア研究機構幼児教育（保幼小連携）研究部門 

教授  佐藤 哲也 氏                

准教授 飯島 典子 氏                

(3) 「幼稚園教育と小学校教育の円滑な接続とは」       

兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 専門職学位課程  

小学校教員養成特別コース 准教授 

国立教育政策研究所 幼児教育センター フェロー 

鈴木 正敏 氏                    

(4) 「遊びの中でつむぐ言葉と心 ～子どもの未来につながる力を育てる～」 

兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 専門職学位課程  

小学校教員養成特別コース 准教授 

国立教育政策研究所 幼児教育センター フェロー 

鈴木 正敏 氏                    

 (5) 「幼小の円滑な接続とこれからの幼稚園教育」 

    上智大学 総合人間科学部 教育学科 

    教授 奈須 正裕 氏                     

 

５ 訪問調査記録 

(1) お茶の水女子大学附属幼稚園               

(2) 神戸大学附属幼稚園  

(3) 金沢大学人間社会学域学校教育学類附属幼稚園     

(4) 上越教育大学附属幼稚園 



Ⅳ 資料内容について 

 

２ 幼小接続トピック資料について 

全国国立大学附属幼稚園４９園の幼小接続に関する取組で，該当園のトピックとなり，自園 

の現状に合わせて活用できる事例 

 

※ 「教育課程」，「連携，交流活動」，「研修会」，「保育実践」など，幼稚園教育と小学校教育の円 

滑な接続を目指して取り組んでいる各園の具体的な実践が寄せられている。中には，附属学校と 

して取り組んだ研究の取組や成果も挙げられている。 

 

   （例） 

【自園の幼小接続トピック資料】       新潟大学教育学部附属幼稚園 

１ 幼小接続カリキュラム全体計画 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 「幼稚園教育と小学校教育の違い」調査結果について  

  全国国立大学附属幼稚園４９園の幼小接続に関する意識・実態調査 

 

※ 調査結果概要 

調査項目 調査結果概要（抜粋） 

小学校就学に向けて

年長５歳児への聞き

取り 

期待：勉強への期待感が大きく，次いで遊び，給食への期待が大きい。 

不安：勉強，次いで登下校，早起き。 

全体的に小学校就学への期待感をもつ幼児が多い。小学校の学習について 

は，期待感と不安感が表裏一体となっている感がある。幼稚園生活との違 

いやその指導の違いを感じ，そこに不安を感じている。 

小学校就学に向けて

幼稚園教員への調査 

期待：学校が楽しい，幼稚園の経験や学びを生かす，興味・意欲・関心を

もたせる，個に応じた適切な対応，主体性を重視の順に多い。 

不安：幼稚園生活とのギャップ，幼児（児童）理解，小学校生活への適

応，特別支援に関わる配慮の順に多い。 

全体的に幼児よりも教員が不安を感じている。幼児（児童）理解と個の尊 

重，幼稚園教育への理解と尊重について不安を感じている。 

小学校就学に向けて

小学校教員への調査 

期待：小学校を楽しみにしている，豊かな経験をしている，スムーズにス

タートが切れる（交流，連携の成果），発想力と構想力，創造性と協

調性が身に付いている。 

不安：人間関係（保護者，幼児），小学校生活への適応，身辺自立，前倒し

教育の弊害，学力。 

幼稚園での経験を小学校で生かしたいが，現実的に難しいと感じている。

人間関係のトラブルや学力の差など，小学校現場での課題の原因の一つに

幼稚園での生活があると感じている教員も多い。 

小学校教育への接続

について幼稚園教員

への調査 

「交流や連携がうまく行われている」から困り感はないと回答している教

員もいるが，「交流や連携を図る時間がとれない」「幼稚園教育を理解して

もらうことが困難」などの困り感を感じている教員が多い。 

小学校教員経験者の

意識 

「『導く』よりも『同行』のような意識が生まれた」「『待つ』こと，『見取

ること』ができるようになった」「幼稚園児はこんなにも『やれる・でき

る』ことを知った」など小学校教員時代からの意識の変容を実感している

教員が多い。「子供理解に努め主体的に学ぶ子供を育てるという点では教育

の基本は同じ。お互いにもっと理解し合えれば」という意見もある。 

幼稚園教員のみ経験

者の意識 

幼小の円滑な接続はとても難しい，小学校優位な風潮は否めないなど，お

互いを理解する困難さを感じている教員が多い。だからこそ幼稚園側から

積極的にアプローチし，子供にとってより良い関係を作りたいと考えてい

る教員も多い。 

副園長（園長）の 

思い 

管理職として，幼小接続を円滑にするためにどのように小学校と連携をし

ていくか，働き方改革による時間の創出なども踏まえつつ，日々悩みなが

らも，様々に取り組んでいる様子が伺えた。 

幼稚園と小学校相互の教育に関心と敬意をもって，子供同士，教員同士の

関わりを増やしていきたいと考えている方が多い。また，管理職同士のコ

ミュニケーションの重要性を挙げている方も多い。 

※ 調査様式については次頁参照 

  集計・考察の詳細は付属ＣＤ-ＲＯＭ収録 



「幼稚園教育と小学校教育の違い」調査について（お願い） 

別紙「幼稚園教育と小学校教育の違い調査」について下記の点にご留意ください。 

 

１ 「小学校就学に向けて」 

① 設問１について 

自園の５歳児（抽出児１０名：抽出は各園任意で）に聞き取りをして，記入してくだ

さい。（特に１-②については）保育をしながら子供のつぶやきを拾ってもかまいませ

ん。 

※ 勉強会において，鈴木准教授（兵庫教育大），佐藤教授（宮城教育大）からは，「一

緒にお絵描きしながらさりげない会話の中で言葉を拾うのが良い」と助言されてい

ます。（勉強会記録参照） 

  

② 設問２について 

自園で担任をなさっている先生と養護教諭に調査し，集計してください。 

 

③ 設問３について 

附属小学校該当教員に調査して集計してください。 

 

④ 考察について 

集計結果の考察を簡潔に記入してください。 

    

２ 「小学校教育への接続について」 

① 設問１について 

自園で担任をなさっている先生と養護教諭に調査して，集計してください。 

     

② 設問２について 

自園で担任をなさっている先生と養護教諭の中で小学校教員経験者へ調査し，集計し

てください。 

  

③ 設問３について 

自園で担任をなさっている先生と養護教諭の中で幼稚園教員の経験のみの方に調査し，

集計してください。 

 

④ 考察について 

集計結果の考察を簡潔に記入してください。 

 

３ 「小学校教育への接続について副園長（園長）として考えていること」 

・ここは，副園長（園長）先生にご記入願います。 

管理職として幼小接続について考えていることや感じていることをお書きください。 

 

※ 集計用紙での提出をお願いいたします。 

 

お忙しいところ, 大変申し訳ございません。ご協力のほどよろしくお願いいたします。 



 

 

 

小学校就学に向けて 

１ ５歳児について（聞き取り） 

 

① 小学校入学で楽しみにしていること 

勉強                                    人      

遊び                                    人   

行事（運動会 学習発表会 校外学習）                    人   

給食                                    人   

広い校庭                                  人   

休み時間                                  人   

その他（                                       ） 

 

② 小学校入学で心配だなと思っていること 

勉強                                    人   

遊び                                    人   

友だち                                   人   

行事（運動会 学習発表会 校外学習）                    人   

給食                                    人   

広い校庭                                  人   

休み時間                                  人   

登下校                                   人   

トイレ                                   人    

先生                                    人   

早起き                                   人   

その他（                                       ） 

 

 

２ 幼稚園教員について 

① 小学校就学に向けて期待していること                    人 

学校が楽しい                                人 

個に応じた適切な対応                            人 

自信をもたせる                               人 

学習・学力                                 人 

幼稚園の経験や学びを生かす                         人 

根気強さ                                  人 

主体性                                   人 

幼稚園教育と小学校教育の違い   

 



交友関係                                  人 

興味・意欲・関心をもたせる                         人    

チャレンジ精神                               人 

その他（                                       ） 

 

② 小学校就学に向けて不安に思っていること 

幼児理解                                  人 

無理な課題                                 人 

幼稚園生活とのギャップ                           人 

交友関係                                  人 

学習規律（話を聞く 整列する 挙手による発言 座学ができる 等）      人 

基本的生活習慣                               人 

自己実現・自己表現                             人 

登下校                                   人 

座学への適応                                人 

小学校生活への適応                             人 

特別支援に関わる配慮                            人 

トイレの使い方                               人 

給食                                    人 

その他（                                       ） 

 

３ 小学校教員について（附属小学校１・２年生担任と管理職相当者１名へ 記述） 

 

① 幼稚園児入学について期待していること 

 

 

 

 

② 幼稚園児入学について不安に思っていること 

 

 

 

 

 

【考察】 

 

 

 

 

 



小学校教育への接続について 

１ 小学校への接続について困っていることがあるか 

 

① ある      

理由 

 

 

② ない     

理由 

 

 

２ 小学校教員経験者の意識について 

 

① 小学校教員時代と幼稚園教員になってからの意識の変容（記述） 

 

 

 

３ 幼稚園教員のみの経験者について 

 

① 幼稚園教育と小学校教育の接続について感じていること（記述） 

 

 

 

 

【考察】 

 

 

 

 

小学校教育への接続について副園長（園長）として考えていること 

副園長（園長）先生の思い（記述） 

 

 

 

 

 

 

（○○大学附属幼稚園） 



 

〈調査実行委員会〉 
   宮城教育大学附属幼稚園 

      園  長        木下  英俊 

      副 園 長        菅原  理恵 

      教  諭（学内教頭）  石田  雄一 

      教  諭（教務主任）  佐藤  初恵 

      教  諭（研究主任）  小森谷 一朗 

      教  諭        宍戸 佳央理 

      教  諭        片平 みちる 

      養護教諭        舘岡  悠里 

   宮城教育大学附属小学校 

      教  諭（主幹教諭）  佐藤  俊宏 

      教  諭        柴生   彰 

      教  諭        新田  佳忠 

   宮城教育大学附属学校課 

      課  長        笹村  和雄 

〈ワーキング委員会〉 

   山形大学附属幼稚園 

   園  長        村上 ゆかり 

北海道教育大学附属函館幼稚園   

      副 園 長        藤谷   毅 

   北海道教育大学附属旭川幼稚園 

      副 園 長        北島  裕二 

   弘前大学教育学部附属幼稚園 

      副 園 長        小笠原 朋子 

   秋田大学教育文化学部附属幼稚園 

      副 園 長        小玉  雅彦 

   岩手大学教育学部附属幼稚園 

      副 園 長        千葉  紅子 

   福島大学附属幼稚園 

      副 園 長        星   俊子 

〈研究協力事例提供絵園〉全国４９国立大学附属幼稚園 

〈研究協力団体〉全国国立大学附属学校連盟幼稚園部会 

〈研究協力者〉 
   宮城教育大学 教員キャリア研究機構幼児教育（保幼小連携）研究部門   

教  授        佐藤  哲也 

准 教 授        飯島  典子 

准 教 授        越中  康治 

准 教 授        香曽我部 琢 

〈勉強会講師〉 
  文部科学省初等中等教育局 

      視 学 官        湯川 秀樹 

      （併任 初等中等教育局幼児教育課 教科調査官） 

  宮城教育大学 教員キャリア研究機構幼児教育（保幼小連携）研究部門     

教  授        佐藤  哲也 

准 教 授        飯島  典子 

  兵庫教育大学大学院 学校教育研究科 専門職学位課程 小学校教員養成特別コース 

      准 教 授        鈴木  正敏 

  上智大学 人間科学部教育学科 

      教  授        奈須  正裕 

  國學院大學 人間開発学部 子ども支援学科 

      教  授        神長 美津子 
  

   

   

 



〈参考文献〉 

〇文部科学省（平成３０年）「幼稚園教育要領解説」フレーベル館 

 

〇文部科学省（平成３１年・令和元年）「初等教育資料」（４月号～１月号） 

 

〇国立大学法人 鹿児島大学（平成３１年） 

  「『社会に開かれた教育課程』を編成するカリキュラム・マネジメントに関する研究」 

〇国立大学法人 鳥取大学（平成３０年） 

  「幼稚園における指導の評価の在り方に関する研究」 

〇国立大学法人 神戸大学（平成２９年） 

  「幼児期に育みたい資質・能力を支える指導方法と評価に関する研究 

          ―幼児期の終わりまでに育ってほしい姿の観点から―」 

 同          研究紀要３８（令和元年） 

  「『幼小接続』から『幼小一体』へ  

          ―９年間を一体としてとらえた『初等教育要領』の充実をめざして―」 

〇国立大学法人 お茶の水女子大学（平成２８年） 

  「幼児期の非認知能力の発達をとらえる研究 ―感性・表現の観点から―」 

 同              （平成２０年） 東洋館出版社 

  「『接続期』をつくる 幼・小・中をつなぐ教師と子どもの協働」 

 同              研究開発実施報告書（平成３１年） 

  「幼児の発達と学びの連続性を踏まえた幼稚園の教育課程（３歳児～５歳児）の編成 

及び保育の実際とその評価の在り方についての研究開発」 

〇国立大学法人 鳴門教育大学（平成２８年） 

  「幼児の科学的思考を支える非認知能力の発達的様相 

             －好奇心・やり抜く力・協同的感性の視点から」 

〇国立大学法人 千葉大学（平成２７年） 

  「多様性と関連性のある体験を通して幼児期の学びを深める実践研究」 

 

〇国立大学法人 上越教育大学 研究開発実施報告書（平成２５年） 

  「幼稚園教育と小学校教育の接続期におけるリテラシーの基盤形成に向けた学習者の 

学び合い，支え合う共同体の育成を目指すカリキュラムと指導方法等の研究開発」 

 同             研究紀要（平成２３年・２４年） 

  「幼小接続を考える１・２」 

 同             教育課程と年間指導計画（平成３１年） 

  「子どもの育ちを支える ～教育課程と年間指導計画～」 

〇国立大学法人 金沢大学（平成３１年） 

  「接続期プログラム 前・後期」 

 

〇文部科学省・国立教育政策研究所教育課程研究センター（平成平成３０年） 学事出版 

「発達や学びをつなぐスタートカリキュラム ―スタートカリキュラム導入・実践の手引き―」 

 

〇無藤 隆（平成３０年） 東洋館出版社 

  「幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿」 

 

〇神長美津子（平成２１年） フレーベル館 

  「はじめよう幼稚園保育所『小学校との連携』 ―実践事例集―」  

 

〇奈須正裕（平成２９年） 東洋館出版社 

  「『資質・能力』と学びのメカニズム」  

 

〇宮城教育大学附属幼稚園（平成３１年） 

  「子どもが夢中になって遊ぶ環境とその援助 ～心の育ちと言葉の育ち～」 

 

〇宮城教育大学附属幼稚園（平成３０年） 

  「子どもが夢中のなって遊ぶ環境とその援助 ～体を動かして遊ぶ～」 
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